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こんにちは。 

 学校
が っ こ う

訪問
ほ う も ん

が終わってホッとしたのも束
つか

の間
ま

、今日も午前中
ご ぜん ち ゅ う

は出張
しゅっちょう

、

午後
ご ご

はオンライン会議
か い ぎ

という慌
あわ

ただしい日になりました。でも、昨日に続
つづ

き、

嬉
う れ

しいことがありました。 

朝、出張に行くために車に向かっていると、昇降
し ょ う こ う

口
ぐ ち

から出てきた

体操服
た い そ う ふ く

を着
き

た５年生に「校長先生、どこに行くの？もう帰
かえ

るの？」と言わ

れました。私が「会議に行かなくちゃならないんだよ。」と答えると、その子

は「じゃあ、給食
きゅうしょく

食
た

べられないの？残念
ざんねん

だね。気
き

を付
つ

けてね。」と言いな

がら体育に向かって行きました。その子にとっては、何気
な に げ

なく発
は っ

した言葉だ

と思いますが、給食を楽しみにしてくれていること、そして私への気づかいを

してくれたことを大変
たいへん

嬉
う れ

しく感じました。 

少し長引
な が び

いた出張から疲
つか

れて戻
も ど

ってきて、正門を開けるために車を停
と

めて降
お

りようとすると、門が自動
じ ど う

ドアのようにスルスルスルーっと開きました。

ハッピータイムが終わって校庭
こ う て い

から戻
も ど

ってきた５年生３人が、門の外の車

に気付いて開けてくれたのでした。とっさの行動
こ う ど う

に感心
かんしん

しました。みんなも

知っているように、三咲小の正門前の道路
ど う ろ

は車がたくさん通るので、

短時間
た ん じ か ん

でも車を停めると通る車に迷惑
めいわ く

をかけてしまうので、停める時間は

短
みじか

ければ短いほどいいのです。ありがとうございました。 

 

 


